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　水資源機構が管理するダム、水路、河口堰など様々な「水の郷」を
巡る企画。水とともに生きる魅力あふれる町を訪れ、そこで働く人 を々
ご紹介します。
　第３回は、木曽川総合用水事業の中でも、愛知県・三重県の暮らし
を支える濃尾第二地区に焦点を当ててご紹介します。

水の郷めぐり

第3回

木曽川用水

濃尾第二地区の農業用水と都市用水を取水しています。
木曽川大堰

大堰の設備と濃尾第二地区の主要な設備の管理、自
動制御及び遠方操作等を行っています。

木曽川用水総合管理所

1

濃尾第二地区の幹線水路の延長37.5kmほとんどが
開水路です。その基幹となる海部幹線水路は用水・
排水を完全に分離しているのが特徴です。

海部幹線水路
あ　ま

2

三重用水

中里ダム

牧田川取水口

長良川河口堰

愛知用水

三好池

東郷調整池

愛知用水二期

　木曽川、長良川、揖斐川の木曽三川の下流部に位置する濃尾第二地区では、古くから農業が盛んに行われてき
ましたが、木曽川河口部の地理的な悪条件（河床変動・潮位に合わせた取水・低湿地帯）により、不安定な取水
条件での営農を強いられていました。このため、木曽川総合用水事業により、木曽川及び長良川からの85か所の
農業用水取水口の合口と用水・排水を分離した海部幹線水路等の整備を行い、農業用水の取水を合理化する
とともに、それによって生じた余剰水を愛知県及び三重県の都市用水に利用しています。

～濃尾第二地区について～～濃尾第二地区について～

　木曽三川の下流域は、全域が海抜0メー
トル以下で、古くは木曽川、長良川、揖斐川
が網状に流れて洪水のたびに川の形を変
えるといった有様でした。そのため、長年
洪水と隣り合わせの生活を強いられてき
ました。この地域に住む人たちは、土地の
一部を高く積み上げ、そこに水害が発生し
たときのための食料を貯蓄、また、避難し
たりする場所として「水屋」と呼ばれる建
物を作りました。

　愛知県・一宮市を中心とする尾州地域
は日本でも有数の毛織物生産地として発
展してきました。愛知県尾張西部地域から
岐阜県西濃地域で生まれた尾州生地の特
徴は、糸から仕上げまでの多くの工程をこ
の地域の中で分業・協業によって一貫して
できることにあります。

愛知県・三重県の木曽三川下流部のデルタ地帯の水
田・畑を合わせて、約７,８８０haに農業用水として供
給されています。長年に渡る地盤沈下や経年劣化への
対策として、令和４年度から愛知県内の支線の管水路
及び揚水機場の改修を行っています。

①農業用水
三重県（四日市市を含む３市
３町）に年間約1,800万㎥
が、水道用水として供給され
ています。

②水道用水
愛知県（名古屋市を含む８市２
町１村）・三重県（四日市市を含
む４市２町）に年間約16,300
万㎥が、工業用水として供給さ
れています。

③工業用水

輪中輪中
わ じゅうわ じゅう

石油コンビナート石油コンビナート

　石油コンビナートは、原油から取り出さ
れた成分を使って化学薬品などを製造す
る分業化した一つの工場のことを言いま
す。三重県四日市市は製造品出荷額で最
大規模を誇る中京工業地帯として有名で
す。その中でも四日市コンビナートは、古
くから四日市港に立地し、現在に至るまで
3つのコンビナートを形成しています。

なばななばな

　「江戸の灯りは伊勢の菜種でもつ」と言
われていたほど、当時伊勢の国であった三
重県は菜種の一大産地でした。農家では
たくさん油をとるために芯を摘み取ってお
り、その芯を食べていました。それが美味
しかったことから油に代わるものとして出
荷するようになり、菜種は油の採取用から
食用の栽培へと変わっていきました。茎と
若葉を食べるのは、長島地域が始まりと
いわれております。

レンコンレンコン

　愛知県は全国レンコン三大生産地の一
つであり、濃尾第二地区で特に盛んです。
レンコンは、食物繊維やビタミンCを多く
含み、木曽川下流の肥沃な土壌が栽培に
適しているとのことです。取材の際、ラン
チで愛西市にある「はすの実」さんを訪れ
ました。レンコン三昧の御膳をいただきま
したが、どの料理もレンコンの旨みと風味
が強くて、すごく美味しかったです。

はすの実さんの御膳

トマトトマト

　トマトで盛んな木曽岬町は三重県の北
東端に位置し、木曽川と伊勢湾に育まれた
水郷輪中の風情を残す町です。臨海工業
地帯の中央に位置し企業誘致も展開され
ている一方で、農業では三重県下一の生
産高を誇るトマト栽培が盛んで、高糖度ト
マトである「とまリッチ」を始めとする各
品種が市場において高い評価を受けてい
ます。

き   そ さき

かいばつ

水屋（国営木曽三川公園HPより）水屋（国営木曽三川公園HPより）

尾州毛織尾州毛織

～濃尾第二地区を支える暮らしと産業～～濃尾第二地区を支える暮らしと産業～

い　び

かしょう

ごうぐち

東名阪自動車道と一体となって、木曽川を横断してい
ます。

木曽川水管橋

4
伊　勢　湾伊　勢　湾

長良導水

木曽川用水
（木曽川右岸地区）

岩屋ダム

木曽川用水
（濃尾第二地区）

24時間連続的に水をポンプアップし、木曽川の対
岸の三重県に農業・都市用水として送っています。

弥富管理所・揚水機場

3

や とみ ようすい

び しゅうび しゅう

1 木曽川大堰・
木曽川用水総合管理所

2 海部幹線水路

幹線水路

支線水路範囲

3 弥富管理所・
揚水機場

木曽川
水管橋

4
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日
本
で
も
有
数
の

延
長
と
流
域
面
積
を

誇
る
木
曽
川
の
最
下

流
部
に
位
置
す
る
木

曽
川
用
水
濃
尾
第
二

地
区
は
木
曽
川
大
堰

を
始
め
海
部
幹
線
水

路
や
木
曽
川
水
管
橋
、
そ
れ
ら
に
連
な
る
支
線
水
路
な
ど

の
水
路
網
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
愛
知
県
及
び
三
重
県
の

農
業
用
水
並
び
に
都
市
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。名
古

屋
市
と
い
う
大
都
市
圏
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
大
規
模
に
営

農
が
展
開
さ
れ
、稲
作
の
他
、愛
知
県
側
で
は
レ
ン
コ
ン
や

イ
チ
ゴ
栽
培
、
三
重
県
側
で
は
ト
マ
ト
や
な
ば
な
栽
培
な

ど
が
盛
ん
で
、
遠
く
に
伊
吹
山
や
鈴
鹿
山
麓
の
山
並
み
を

望
み
、
四
季
折
々
の
風
景
に
触
れ
な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所
は
、
水
資
源
機
構
の
中
で
も

比
較
的
若
い
職
員
が
多
い
事
務
所
で
す
が
、
令
和
４
年
度

に
は
支
線
水
路
の
改
築
事
業
が
始
ま
り
、職
員
数
も
増
え
、

ま
す
ま
す
活
気
が
増
し
て
き
ま
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
と
若
手

が
う
ま
く
か
み
合
い
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
水
管
理
施
設
と
供
給
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

構
築
す
る
こ
と
は
現
代
の
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
難
し

く
、改
め
て
先
人
達
の
知
恵
と
工
夫
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
敬
意

の
念
を
抱
き
ま
す
。地
元
と
共
に
築
き
上
げ
た
、不
自
由
な

く
水
を
使
え
る
と
い
う『
当
た
り
前
』の
世
界
を
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、「
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
し
た
供
給
」

を
一
丁
目
一
番
地
と
し
て
、
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て

施
設
を
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

木曽川用水総合管理所

齊藤　一俊

　
機
械
設
備
の
維
持
管

理
や
工
事
発
注
、
施
設
の

直
営
点
検
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。木
曽
川
用

水
は
管
理
開
始
か
ら
40

年
近
く
経
ち
ま
す
の
で

設
備
が
古
く
な
っ
て
お

り
、
突
発
的
な
不
具
合
が
起
き
た
際
の
対
応
に
苦
労
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
突
発
的
な
不
具
合
に
対
し
、送
水
等
に
影
響
が
な

い
よ
う
に
速
や
か
に
対
応
で
き
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
ね
。こ
れ
か
ら
も
周
り
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、「
山
村
に

な
ら
機
械
を
任
せ
て
も
安
心
だ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
信
頼
の

あ
る
職
員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
弥
富
管
理
所
で
特
別

高
圧
受
変
電
設
備（
７
０

０
０
ボ
ル
ト
を
超
え
る

高
い
電
圧
を
扱
う
設
備
）

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ポ

ン
プ
設
備
の
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。特
高

設
備
の
故
障
や
事
故
に
よ
り
ポ
ン
プ
設
備
が
停
止
す
る
と
、

三
重
県
北
勢
地
域
へ
送
水
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
使
命
感
の
も
と
毎
日
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。配
属
当
初
は
全
て
の
設
備
の
操
作
を
覚

え
る
の
に
一
苦
労
し
ま
し
た
ね
。機
構
で
は
数
少
な
い
特
高

設
備
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
工
務
事
務
や
河
川
協

議
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

機
構
の
仕
事
は
水
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
々
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。ま
た
、
利
水
者
の

方
と
も
直
接
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
日
々
新
鮮
で

す
。こ
の
地
域
は
、
喫
茶
店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
名
古
屋
特
有

の
モ
ー
ニ
ン
グ
文
化
を
味
わ
え
る
の
は
地
域
の
魅
力
で
す
ね
。

今
後
、転
勤
を
通
じ
て
、い
ろ
ん
な
地
域
の
魅
力
を
知
り
、そ
の

地
域
に
い
る
人
の
当
た
り
前
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
職
員
に

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
濃
尾
第
二
施
設
改
築

事
業
の
用
地
交
渉
・
法

手
続
に
係
る
仕
事
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
事
業
化

さ
れ
た
の
で
現
在
、
調
査

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

私
自
身
、
前
職
の
飲
食
業

で
お
客
様
相
手
に
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
用
地
交
渉
は
似
て

い
る
部
分
も
あ
り
、少
し
で
も
経
験
を
活
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。用
地
交
渉
は
最
初
の
入
り
方
を
間
違
え
る
と
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
の
で
、情
報
共
有
を
行
い
、入
念
に
進

め
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。私
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
そ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

設備課

山村　研人
弥富管理所

原　博昭

管理課

荻原　綾
濃尾第二施設改築事業推進室

伊美　彰太

インタビューインタビュー職員職員

木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所
の
職
員
の
み
な
ら
ず
、多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
濃
尾
第
二
地
区
。仕
事
内

容
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
地
域
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て

関
係
各
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 
海
部
土
地
改
良

区
（
愛
知
県
弥
富

市
）
は
濃
尾
平
野

の
西
南
端
部
木
曽

川
の
河
口
デ
ル
タ

地
帯
に
位
置
し
て

お
り
ま
す
。こ
の

地
域
は
営
農
が
盛
ん
で
、米
を
始
め
、レ
ン
コ
ン
、イ
チ
ゴ

等
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
産
直
な
ど
で
新
鮮
な
野
菜
が
買

え
る
の
が
魅
力
で
す
。仕
事
は
、
配
水
管
理
と
農
業
用
施

設
の
維
持
管
理
業
務
を
主
体
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

管
理
し
て
い
る
水
路
の
一
つ
が
約
12
㎞
あ
り
そ
の
中
に

６
か
所
の
揚
水
機
場
４
か
所
の
水
位
水
量
を
調
整
す
る

ゲ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。ゲ
ー
ト
は
現
地
で
そ
の
日
の
状
況

に
応
じ
た
数
㎝
単
位
の
操
作
が
必
要
に
な
り
ま
す
。大
変

で
す
が
お
米
を
作
る
の
に
必
要
な
水
の
安
定
供
給
が
で

き
る
様
に
努
め
て
い

る
こ
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。水
資
源
機
構
の

職
員
は
、
幅
広
い
地

域
の
水
路
管
理
に
携

わ
っ
て
お
り
、
水
に

つ
い
て
豊
富
な
知
識

や
経
験
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も

色
々
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

管理課

山本　渉太さん

海
部
土
地
改
良
区

あ

　

 

ま

　
長
島
町
土
地
改

良
区
（
三
重
県
桑

名
市
）は
木
曽
川
・

長
良
川
・
揖
斐
川

の
三
大
河
川
の
最

下
流
部
に
位
置
し

て
お
り
ま
す
。業

務
内
容
と
し
て
は
農
業
用
水
管
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
の
管
理

や
揚
水
機
場
施
設
の
維
持
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。施

設
整
備
か
ら
40
年
が
経
ち
、
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
水

路
の
老
朽
化
に
対
す
る
対
応
な
ど
は
大
変
で
し
た
。施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
停
水
を
防
ぐ
た
め
に
，
長
寿
命
化
事
業

な
ど
を
行
い
、
漏
水
等
に
つ
い
て
未
然
に
防
止
す
る
べ
く

日
々
、
対
応
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、
施
設
を
修
理
で
き
る

と
こ
ろ
は
、
順
次
、
修
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。 

長
島
地
域
は
輪
中
地
域
と
し
て
、
稲
作
を
中
心
に
、

ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
な
ば
な
が
有
名

で
す
。40
年
前
に
機

構
さ
ん
が
支
線
水

路
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
し
て
い
た
だ
い

た
か
ら
こ
そ
、
長
島

町
の
農
業
者
に
水

を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。非
常
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

事務局長

加藤　宏一さん

長
島
町
土
地
改
良
区

　
尾
張
西
部
浄
水

場
は
稲
沢
市
及
び

一
宮
市
に
位
置
し

て
お
り
、
愛
知
県

の
尾
張
西
部
地
域

に
水
道
用
水
と
工

業
用
水
を
供
給
す

る
施
設
を
併
せ
持
っ
た
浄
水
場
で
す
。私
た
ち
に
は
、
河

川
の
水
質
に
か
か
わ
ら
ず
綺
麗
な
水
を
安
定
し
て
送
る

使
命
が
あ
り
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。木
曽
川
の
水
は
硬
度
が
低
く
、
お
い
し
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
地
域
は
繊
維
業
が
盛
ん
で
毛
織
物

の
産
地
で
す
。繊
維
会
社
さ
ん
か
ら
工
業
用
水
の
水
質
の

良
さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
ね
。こ
こ
稲
沢
市
祖
父
江
町
は
銀
杏
の
産
地

で
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
沢
山
あ
り
ま
す
。毎
年
11
月
下
旬

に
「
そ
ぶ
え
イ
チ
ョ

ウ
黄
葉
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
名
鉄
山

崎
駅
付
近
は
イ
チ
ョ

ウ
で
辺
り
一
面
が
黄

色
で
綺
麗
で
す
。水

資
源
機
構
さ
ん
に

は
、
今
後
も
木
曽
川

の
水
の
安
定
供
給
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

愛
知
県
尾
張
水
道
事
務
所

　
三
重
県
北
勢
地

域
の
四
日
市
市
を

含
む
４
市
４
町
へ

水
道
用
水
を
、

様
々
な
企
業
様
へ

工
業
用
水
を
給
水

し
て
お
り
ま
す
。

私
の
仕
事
内
容
は
、
主
に
電
気
・
機
械
設
備
の
維
持
管
理

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。水
道
・
工
業
用
水
と
も
に
大
切

な
社
会
基
盤
と
な
り
ま
す
の
で
、
故
障
や
事
故
が
あ
れ
ば

24
時
間
３
６
５
日
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ

が
大
変
さ
で
も
あ
り
、
や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。近
年

は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
伴
う
発
雷
も
多
く
、
雷
が
鳴
っ
て
い

る
と
き
は
設
備
が
故
障
し
な
い
か
常
に
不
安
で
す
ね
。北

勢
地
域
は
都
市
部
と
自
然
の
豊
か
な
地
域
が
近
く
、
住
み

や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、
三
重
県
屈
指
の
工
業
地
帯

と
し
て
も
有
名
で

す
。水
資
源
機
構
さ

ん
に
は
急
な
運
用

変
更
が
生
じ
た
際

に
も
、
迅
速
に
対
応

い
た
だ
き
非
常
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
安
定
的

に
水
を
供
給
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

浄水部浄水管理課

伊藤　智彦さん

三
重
県
企
業
庁
北
勢
水
道
事
務
所

尾張西部浄水場長

鷲見　豪一さん

さ
さ
え
る
力

さ
さ
え
る
力

〜
木
曽
川
用
水「
信
頼
の
水 

送
り
ま
す
」〜

〜
木
曽
川
用
水「
信
頼
の
水 

送
り
ま
す
」〜

水の郷めぐり ● 8 9 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会
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